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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成31年4月4日(2019.4.4)
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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月20日(2019.2.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
  エンジンオイル組成物であって、
前記エンジンオイル組成物の全重量を基準にして約５０重量％～約９９重量％のベースオ
イルおよび添加剤組成物
を含み、前記添加剤組成物が、
（ａ）前記エンジンオイル組成物の全重量を基準にして少なくとも０．０５重量パーセン
トの、Ａ）ヒドロカルビル－ジカルボン酸または無水物とＢ）少なくとも１種のポリアミ
ンとの反応生成物である第一の分散剤；および
（ｂ）前記エンジンオイル組成物の全重量を基準にして少なくとも０．０５重量パーセン
トの、Ａ’）ヒドロカルビル－ジカルボン酸または無水物とＢ’）少なくとも１種のポリ
アミンとの反応生成物である第二の分散剤
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を含み、前記反応生成物が、Ｃ）芳香族カルボン酸、芳香族ポリカルボン酸、もしくは芳
香族酸無水物であって、すべてのカルボン酸または無水物基が芳香族環に直接結合されて
いる、芳香族カルボン酸、芳香族ポリカルボン酸、もしくは芳香族酸無水物、およびＤ）
約５００未満の数平均分子量を有する非芳香族ジカルボン酸または無水物を用いて後処理
されており、第二の分散剤である反応生成物は、４：３～２：１の範囲のＡ’対Ｂ’の比
率を有する、エンジンオイル組成物。
【請求項２】
　前記ヒドロカルビルジカルボン酸または無水物Ａ’がポリイソブテニルコハク酸または
無水物を含む、請求項１に記載のエンジンオイル組成物。
【請求項３】
　Ｃが１，８－無水ナフタル酸を含み、およびＤが無水マレイン酸を含む、請求項２に記
載のエンジンオイル組成物。
【請求項４】
　Ｄが無水マレイン酸を含む、請求項２に記載のエンジンオイル組成物。
【請求項５】
　前記ヒドロカルビルジカルボン酸または無水物ＡおよびＡ’が、それぞれポリイソブテ
ニルコハク酸または無水物を含む、請求項１に記載のエンジンオイル組成物。
【請求項６】
　前記第二の分散剤が、成分Ａ’およびＢ’と、Ｃ）ジカルボキシル含有縮合芳香族化合
物またはその無水物、およびＤ）約５００未満の数平均分子量を有する非芳香族ジカルボ
ン酸または無水物との反応生成物である、請求項５に記載のエンジンオイル組成物。
【請求項７】
　前記添加剤組成物が、前記第一および第二の分散剤と異なる第三の分散剤を含む、請求
項１に記載のエンジンオイル組成物。
【請求項８】
　前記第三の分散剤がポリイソブテニルコハク酸または無水物である、請求項７に記載の
エンジンオイル組成物。
【請求項９】
　前記第三の分散剤が、Ｃ）芳香族カルボン酸、芳香族ポリカルボン酸、もしくは芳香族
酸無水物であって、すべてのカルボン酸または無水物基が芳香族環に直接結合されている
、芳香族カルボン酸、芳香族ポリカルボン酸、もしくは芳香族酸無水物、および／または
Ｄ）約５００未満の数平均分子量を有する非芳香族ジカルボン酸または無水物を用いて後
処理されている、Ａ’）ヒドロカルビル－ジカルボン酸または無水物とＢ’）少なくとも
１種のポリアミンとの反応生成物である、請求項７に記載のエンジンオイル組成物。
【請求項１０】
　前記第三の分散剤が、約５００未満の数平均分子量を有する非芳香族ジカルボン酸また
は無水物を用いて後処理されている、Ａ’）ヒドロカルビル－ジカルボン酸または無水物
とＢ’）少なくとも１種のポリアミンとの反応生成物である、請求項７に記載のエンジン
オイル組成物。
【請求項１１】
　洗浄剤、分散剤、摩擦調節剤、抗酸化剤、さび止め剤、粘度指数改良剤、乳化剤、解乳
化剤、腐食防止剤、摩耗防止剤、金属ジヒドロカルビルジチオホスフェート、アッシュフ
リーのアミンリン酸塩、消泡剤、および流動点降下剤、ならびにそれらの任意の組合せの
１種または複数をさらに含む、請求項１に記載のエンジンオイル組成物。
【請求項１２】
　少なくとも１．５％の煤を含む、請求項１に記載のエンジンオイル組成物。
【請求項１３】
　約２％～約３％の煤を含む、請求項１２に記載のエンジンオイル組成物。
【請求項１４】
　前記エンジンオイル組成物が１５質量％よりも低いＮｏａｃｋ揮発性を有する、請求項
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１に記載のエンジンオイル組成物。
【請求項１５】
　前記エンジンオイル組成物が１３質量％よりも低いＮｏａｃｋ揮発性を有する、請求項
１に記載のエンジンオイル組成物。
【請求項１６】
　エンジンを潤滑化させるための方法であって、請求項１に記載のエンジンオイル組成物
を用いてエンジンを潤滑化させることを含む、方法。
【請求項１７】
　エンジンオイル組成物の煤またはスラッジ処理能力を維持するための方法であって、前
記エンジンオイル組成物に、
（ａ）前記エンジンオイル組成物の全重量を基準にして少なくとも０．０５重量パーセン
トの、Ａ）ヒドロカルビル－ジカルボン酸または無水物とＢ）少なくとも１種のポリアミ
ンとの反応生成物である第一の分散剤；および
（ｂ）前記エンジンオイル組成物の全重量を基準にして少なくとも０．０５重量パーセン
トの、Ａ’）ヒドロカルビル－ジカルボン酸または無水物とＢ’）少なくとも１種のポリ
アミンとの反応生成物である第二の分散剤
を含み、Ｃ）芳香族カルボン酸、芳香族ポリカルボン酸、もしくは芳香族酸無水物であっ
て、すべてのカルボン酸または無水物基が芳香族環に直接結合されている、芳香族カルボ
ン酸、芳香族ポリカルボン酸、もしくは芳香族酸無水物、およびＤ）約５００未満の数平
均分子量を有する非芳香族ジカルボン酸または無水物を用いて後処理されており、第二の
分散剤である反応生成物は、４：３～２：１の範囲のＡ’対Ｂ’の比率を有する、添加剤
組成物を添加する工程を含む、方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　エンジン潤滑剤組成物に対して、受容可能な煤およびスラッジ処理性能を与えることが
望ましい。ある種のタイプのエンジン内で使用される潤滑剤組成物では、潤滑剤組成物中
に分散剤を導入することにより、所望の煤およびスラッジ処理性能を問題なく与えること
ができていた。しかしながら、高負荷のディーゼル（ＨＤＤ）およびガソリン直接噴射エ
ンジン（ＧＤｉエンジン）では、多くの他のタイプの内燃機関に比較して、極めて大量の
煤およびスラッジが生成する。この問題に対処するための１つの選択肢は、ＨＤＤおよび
ＧＤｉエンジンのための潤滑剤組成物において使用される分散剤の処理率を上げることで
ある。
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